
12：30～14：30

立命館孔子学院図書室
（立命館大学国際平和ミュージアム2階）

お申込み・お問合せ先：立命館孔子学院（立命館大学 国際平和ミュージアム2階）
〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1 立命館大学 アカデメイア立命21内
TEL：075-465-8426 FAX：075-465-8429 Mail：koza＠st.ritsumei.ac.jp http://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

参加無料

中国の小説に興味がある方、本を読むのが好きな方、一緒に「読書会」をしませんか。

講師：永井 英美 氏
（立命館孔子学院中国語講師）読書会

■お申込み方法
前日までに孔子学院事務局まで、電話、FAXもしくはメールでご連絡下さい。

読書会は原則隔月で偶数月に開催します。
中国の短編小説を日本語訳で読んで感想を語り合い、また作者について
学びます。（なるべく事前に該当月の作品を読んできてください。）
■テキスト・作品
現在、二玄社『中国現代文学珠玉選［小説3］』所収の作品を順に読んで
います。テキスト購入費は参加者負担ですが、現在絶版となっております
ので、古書か、図書館などをご利用ください。また、開始30分以上前に
お越しくだされば事務局で作品のコピーをお渡しすることもできます。

二玄社『中国現代文学珠玉選［小説３］』より

蕭紅 著「手」

2/2 土

作品紹介：
蕭紅の代表作の一つ。
染物屋の娘・王亜明は、手が
青黒く染まってしまっている
ために、同級生や教師から侮
られ、勉強にもついて行けず
、結局は女学校を去らざるを
得なくなる。
貧しい中国家庭出身の少女が
近代的な教育を手に入れるた
めに受けた試練を、一人称の
視点から客観的かつ冷静に主
人公を描く。

作者紹介：蕭紅（1911-1942）
黒竜江省呼蘭県の地主の家に生まれ
る。父親は教育家であったが、いわ
ゆる旧思想の持ち主で、蕭紅が小学
校卒業後、ハルピンの女子第一中学
校に入学することに強く反対した。
「手」という作品はこの中学時代の
回想に基づいている。
蕭紅の作品中に描かれた、鋭敏な感
性によって描写された東北の自然と
その一部としてとらえられた人々の
営み、不幸な人々に対する限りない
同情の念は、当時から今日まで多く
の読者をひきつけている重要な要素
である。


